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会
社
の
概
要
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

当
社
は
１
９
４
６
年
、
ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
ー
の
販
売
商
社
と
し
て

創
業
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
日
立
グ
ル
ー
プ
の
製
品
を
中
心
と
し
た
技
術
商
社
と

し
て
、
産
業
用
電
気
設
備
、
受
変
電
設
備
、
空
調
設
備
、
情
報
・

通
信
・
映
像
機
器
、
工
機
製
品
な
ど
、
工
場
・
ビ
ル
・
公
共
施
設

の
稼
働
に
欠
か
せ
な
い
設
備
機
器
を
幅
広
く
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
社
の
特
徴
は
、
単
な
る
製
品
販
売
に
と
ど
ま
ら
な
い

点
に
あ
り
ま
す
。
設
備
の
提
案
か
ら
設
計
、
施
工
管
理
、
保
守
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
を
一
貫
し
て
担
う
、
技
術
商
社
で
あ
り
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
機
能
を
持
つ
企
業
で
す
。

　

工
場
や
施
設
の
現
場
で
は
、
電
気
設
備
、
空
調
設
備
、
制
御
設
備
、

通
信
設
備
な
ど
が
複
雑
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
、
そ
う
し
た
現
場
の
実
態
を
理
解
し
た
う
え
で
、
お
客

様
の
課
題
に
応
じ
た
最
適
な
設
備
・
シ
ス
テ
ム
を
提
案
で
き
る
こ

と
を
強
み
と
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
電
気
工
事
会
社
を
グ
ル
ー
プ
に
迎
え
入
れ
る
な
ど
、

施
工
・
保
守
を
含
め
た
技
術
対
応
力
の
強
化
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
当
社
が
得
意
と
す
る
Ｏ
Ｔ
、
す
な
わ
ち
現
場
設
備
や

制
御
技
術
と
、
Ｉ
Ｔ
・
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
組
み
合
わ
せ
、
現
場
と

経
営
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

現
場
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
お
客
様
に
と
っ
て
本
当
に
使

え
る
提
案
が
で
き
ま
す
。
こ
の
「
現
場
を
理
解
し
た
技
術
提
案
力
」

こ
そ
が
、
当
社
独
自
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
の
活
用
な
ど
、
直
近
の
戦
略
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

現
在
、
当
社
で
は
事
業
変
革
の
一
環
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
業
務
プ
ロ
セ
ス
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

狙
い
は
、
単
な
る
効
率
化
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
営
業
・
技
術
・
施

工
・
保
守
の
各
現
場
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
可
視

化
し
、
全
社
員
が
よ
り
高
い
品
質
で
、
お
客
様
に
価
値
を
提
供
で
き

る
状
態
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　

当
社
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
全
社
員
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と

パ
ソ
コ
ン
を
支
給
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
も
対
応
で
き
る
環
境
を
整
え

て
き
ま
し
た
。

　

チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
で
あ
るS

la
c
k

や
、
顧
客
管
理
シ
ス
テ
ム
で
あ

るS
a
le
sfo
rc
e

な
ど
を
導
入
し
、
個
人
の
活
動
報
告
、
顧
客
対
応
、

商
談
情
報
、
技
術
的
な
Q
&
A
な
ど
を
社
内
で
共
有
・
蓄
積
す
る

ル
ー
ル
も
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
現
場
社
員
の
記
録
作
成
や
情
報
共
有
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
文
字
起
こ
し
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
な
ど
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
社
内
デ
ー
タ
を
将
来
的
に
Ａ
Ｉ
と
連
携
さ
せ
る
こ
と

で
、
過
去
の
提
案
事
例
、
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
、
施
工
上
の
注
意
点
、
顧

客
対
応
履
歴
な
ど
を
、
必
要
な
社
員
が
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
活
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
人
材
育
成
の
ス
ピ
ー
ド
を
高
め
る
と
同
時
に
、
業
務

品
質
の
ば
ら
つ
き
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
限
ら

れ
た
人
員
で
も
よ
り
大
き
な
付
加
価
値
を
生
み
出
し
、
他
社
よ
り
も
ス

リ
ム
で
競
争
力
の
あ
る
コ
ス
ト
構
造
を
実
現
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
﨑 

友
作  

氏

万
全
の
職
場
環
境
か
ら
生
ま
れ
る

高
い
技
術
力
で
、社
会
の
イ
ン
フ
ラ
を

次
代
へ
つ
な
ぎ
ま
す

双
葉
電
機
株
式
会
社  

代
表
取
締
役
社
長

Leader’s リーダーズ「アイ」特集

「おかやま子育てしやすい職場アワード2025」表彰式
一列目左より一人目が岡﨑氏

リ
ー
ダ
ー
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ア
イ
」
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業
務
内
容
と
福
利
厚
生
制
度
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

現
在
私
は
人
事
制
度
設
計
、
労
務
、
採
用
な
ど
人
事
全
般
を
統
括

し
て
い
ま
す
。
売
上
、
人
員
数
と
も
に
組
織
が
急
拡
大
す
る
中
で
、

人
事
機
能
の
集
約
の
た
め
２
０
２
３
年
に
「
人
事
グ
ル
ー
プ
」
が
新

設
さ
れ
今
の
体
制
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

当
社
の
福
利
厚
生
は
「
社
員
が
仕
事
に
集
中
で
き
る
環
境
を
作

る
」
と
い
う
社
長
の
考
え
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
置
く

だ
け
社
食
」
に
つ
い
て
は
、
冷
凍
食
品
等
が
常
備
さ
れ
て
お
り
１
個

１
０
０
円
〜
２
０
０
円
で
購
入
で
き
る
た
め
、
お
弁
当
の
準
備
か
ら

解
放
さ
れ
経
済
的
に
も
助
か
る
と
特
に
若
手
や
中
堅
か
ら
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
従
業
員
の
ス
キ
ル
向
上
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
た

め
、「
資
格
取
得
支
援
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
対
象
資
格
に
関
し

て
は
、
受
験
料
や
教
材
費
な
ど
、
資
格
取
得
に
係
る
費
用
を
会
社
が

全
額
負
担
し
ま
す
。
昨
年
度
は
40
名
の
利
用
実
績
が
あ
り
、
多
く
の

縁
の
下
の
力
持
ち

経
営
企
画
本
部　

経
理
部

人
事
・
広
報
Ｇ
ｒ　

部
長
代
理

多
田 

佳
弘 

氏

価
格
で
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

子
育
て
期
の
社
員
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
は
、
会
社
に
と
っ
て
重
要
な
経
営
課
題
で
す
。

　

た
だ
し
、
当
社
は
単
に
「
子
育
て
し
や
す
い
会
社
」
を
目
指
し
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

会
社
は
利
益
を
生
み
出
す
場
で
あ
り
、
給
料
は
お
客
様
に
提
供
し

た
価
値
の
対
価
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
ど
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
も
安
心
し
て
力
を
発
揮
し
、
お
客
様
に
よ

り
大
き
な
価
値
を
提
供
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

福
利
厚
生
は
、
社
員
に
優
し
い
制
度
で
あ
る
と
同
時
に
、
会
社
が

社
会
に
提
供
す
る
価
値
を
最
大
化
す
る
た
め
の
経
営
投
資
で
す
。

　

社
員
が
安
心
し
て
働
け
る
か
ら
こ
そ
、
仕
事
に
集
中
で
き
、
結
果

と
し
て
お
客
様
へ
の
提
供
価
値
も
高
ま
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
活
用
と
は
、
単
に
人
の
仕
事
を
置
き
換
え
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
現
場
で
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
組
織
全
体
の
力
に
変

え
、
お
客
様
へ
の
提
供
価
値
を
高
め
る
た
め
の
経
営
基
盤
づ
く
り
だ

と
捉
え
て
い
ま
す
。

「
お
か
や
ま
子
育
て
し
や
す
い
職
場
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
５
」
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
環
境
整
備
を
進
め
て

こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か

　

男
性
の
育
児
参
加
を
推
進
す
る
た
め
、
有
給
休
暇
と
は
別
に
、
子

ど
も
が
誕
生
し
た
社
員
へ
年
間
10
日
間
の
「
育
児
目
的
休
暇
」
を
付

与
す
る
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
を
問
わ
ず
利
用
が
進
ん
で
お
り
、
育
児
と
仕
事
を
両
立
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
所
内
に
保
育
園
を
設
け
て
お
り
、
従
業
員
は
低
廉
な

事業者名
設 立
所 在 地

T E L
従業員数
所 属

双葉電機株式会社
1946年3月
岡山市南区福成2丁目23番
18号
086-263-2828
170名
協同組合岡山機工センター

低価格で人気の福利厚生「置くだけ社食」

事
業
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

企業主導型保育所「モンキーポッド保育園」を事業所内で運営（取材／総務企画課　島田）

社
員
が
本
制
度
を
活
用
し
て
専
門
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

採
用
活
動
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
変
化
を
感
じ
て
い
ま
す
か

　

学
生
と
の
面
談
を
通
じ
、
市
場
の
変
化
を
感
じ
て
い
ま
す
。
昨

今
は
「
働
き
や
す
さ
」
ば
か
り
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
企
業
が
多
い
で

す
が
、
学
生
か
ら
は
、「
実
態
が
見
え
ず
怖
い
」、「
ホ
ワ
イ
ト
す
ぎ

て
成
長
で
き
な
い
の
で
は
」
と
い
う
懸
念
の
声
を
聞
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
当
社
の
採
用
活
動
で
は
聞
こ
え
の
良
い
言
葉
は
並
べ

ま
せ
ん
。「
事
業
拡
大
の
過
渡
期
で
大
変
な
局
面
も
あ
る
が
、
他
社

に
な
い
成
長
環
境
が
あ
る
」
と
率
直
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
社
は
年
功
序
列
を
徐
々
に
廃
止
し
、
成
果
主
義
へ
移
行

し
て
い
ま
す
。
若
い
時
期
か
ら
自
己
投
資
で
市
場
価
値
を
高
め
る
こ

と
は
、
終
身
雇
用
制
度
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
市
場
に
お
い
て
本
当
の

安
定
に
つ
な
が
る
と
学
生
に
も
伝
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
方
針
の
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
で
社
員
が
約
60
人
増
加

し
て
お
り
、
よ
り
細
か
な
ル
ー
ル
作
り
や
品
質
に
こ
だ
わ
る
必
要
が

出
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
仕
事
に
邁
進
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
、
熱
意
あ
る
人
材
の
獲
得
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

：
：
：

：
：
：
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令
和
８
年
度
岡
山
県
男
性
育
児
休
業
取
得
促
進
奨
励
金
の
ご
案
内

　
男
性
社
員
の
育
児
休
業
が
当
た
り
前
の

社
会
と
な
り
、
働
く
女
性
の
家
事
・
育
児

負
担
の
軽
減
と
少
子
化
対
策
の
た
め
、
岡

山
県
内
の
事
業
所
に
対
し
、
男
性
の
育
児

休
業
取
得
期
間
に
応
じ
た
令
和
8
年
度
の

奨
励
金
の
申
請
受
付
が
７
月
１
日（
水
）

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、男
性
の
育
児
休
業
の
普

及
・
推
進
の
た
め
6
年
度
か
ら
岡
山
県

が
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、岡
山
県
中
央

会
が
県
の
委
託
を
受
け
て
、奨
励
金
給
付

申
請
の
受
付
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
奨
励
金
の
申
請
は
、専
用
サ
イ
ト
か
ら

の
電
子
申
請
と
な
っ
て
お
り
、１
事
業
者

あ
た
り
最
大
１
０
０
万
円
ま
で
申
請
で

き
、企
業
情
報
な
ど
基
本
事
項
の
登
録
に

加
え
、対
象
従
業
員
の
育
休
状
況
の
入
力

や
就
業
規
則
、タ
イ
ム
カ
ー
ド
等
の
添
付

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
県
が
推
進

す
る
「
お
か
や
ま
子
育
て
応
援
宣
言
企

業
」
の
登
録
に
加
え
、
経
営
者
層
等
を
対

象
と
し
た
男
性
の
育
児
休
業
に
係
る
セ

ミ
ナ
ー
の
受
講
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

岡
山
県
男
性
育
児
休
業
取
得

促
進
奨
励
金
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　
詳
し
く
は
、企
業
人
材
支
援
課
／
岡
山
県

男
性
育
児
休
業
取
得
促
進
奨
励
金
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）２
２
４
︲
２
２
４
５

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
か
や
ま
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
の

登
録
に
つ
い
て

 「
ス
テ
ッ
プ
１
」 

岡
山
県
へ
応
募
用
紙
提
出

（
県
／
子
ど
も
未
来
課
の

特
設
サ
イ
ト
参
照
）

※
サ
イ
ト
か
ら
の
電
子
応
募
も
可
能

 「
ス
テ
ッ
プ
２
」 

推
進
担
当
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

※�

宣
言
内
容
や
実
施
状
況
等
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
実
施

 「
ス
テ
ッ
プ
３
」 

調
査
結
果
を
も
と
に
登
録
証
交
付
（
岡

山
県
か
ら
交
付
）

※�

調
査
結
果
に
関
す
る
審
査（
岡
山
県
実

施
）
が
あ
り
ま
す

※�

登
録
証
の
交
付
は
概
ね
１
ヵ
月
程
度

か
か
り
ま
す

�

男
性
育
児
休
業
取
得
促
進
「
経
営
者

層
向
け
セ
ミ
ナ
ー
」
に
つ
い
て

　
県
内
企
業
（
会
社
以
外
の
法
人
・
個
人

事
業
主
含
む
）
を
対
象
に
、
男
性
の
育
児

休
業
に
係
る
経
営
者
層
向
け
セ
ミ
ナ
ー
が

県
内
数
か
所
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
経
営
者

層
以
外
で
も
、
管
理
職
や
総
務
人
事
・
採

用
担
当
者
等
も
受
講
で
き
ま
す
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
奨
励
金
支
給
の
必

須
条
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
奨
励
金

の
申
請
予
定
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ

れ
か
ら
男
性
育
児
休
業
を
進
め
た
い
企
業

や
働
き
方
改
革
に
取
り
組
み
た
い
企
業
な

ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
奨
励
金
の
申
請
に
は
、
申
請
期

限
ま
で
に
セ
ミ
ナ
ー
を
１
回
以
上
受
講

す
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
た
め
、ご
都
合

の
良
い
日
時
・
会
場
で
の
早
め
の
受
講

を
推
奨
し
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
申
込
み
、
内
容
の
詳
細
な

ど
は
岡
山
県
の
特
設
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
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令
和
８
年
度
取
引
力
強
化

�

推
進
事
業
の
ご
案
内

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
組
合
や
組
合
員

の
経
営
基
盤
の
強
化
を
目
指
し
た
「
共
同

事
業
の
活
性
化
」、「
受
注
拡
大
」
等
、
取

引
力
の
強
化
促
進
を
図
る
た
め
に
実
施
す

る
取
組
に
対
し
て
「
令
和
８
年
度
取
引
力

強
化
推
進
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
組
合

　

�

構
成
員
の
２
分
の
１
以
上
が
小
規
模
事

業
者
で
あ
る
組
合
お
よ
び
企
業
組
合
等

※�

小
規
模
事
業
者
：
常
時
使
用
す
る
従
業

員
が
20
人
以
下
（
商
業
又
は
サ
ー
ビ
ス

業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
事
業
者
に
つ

い
て
は
５
人
以
下
）
の
会
社
お
よ
び
個

人
事
業
主

●
補
助
金
額
お
よ
び
補
助
率

　

�

10
万
円
〜
50
万
円
、
補
助
対
象
経
費
の

２
/
３
以
内

●
補
助
対
象
と
な
る
事
業
内
容

　

�

共
同
事
業
活
性
化
、
受
注
促
進
、
ブ
ラ

ン
ド
構
築
、
取
引
条
件
改
善
、
そ
の
他

業
界
の
特
徴
な
ど
を
踏
ま
え
て
行
う
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
取
引
力
強

化
を
促
進
す
る
た
め
の
事
業

●
補
助
対
象
経
費

　

�

謝
金
、
旅
費
、
消
耗
品
費
、
会
議
費
、

印
刷
費
、
会
場
借
上
料
、
雑
役
雑
費
、

通
信
運
搬
費
、
委
託
費

●
補
助
事
業
実
施
後
の
５
年
間
の
報
告

　

�

本
事
業
の
完
了
し
た
年
の
翌
年
以
降
毎

年
５
年
間
、
本
事
業
に
係
る
直
近
１
年

間
の
状
況
お
よ
び
成
果
に
つ
い
て
の
報

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
募
集
期
間
、
申
し
込
み
方
法
等

　
令
和
８
年
５
月
25
日
〜
７
月
31
日

※�
申
し
込
み
を
受
け
て
審
査
・
交
付
決
定

を
行
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
事
業
は
令

和
９
年
１
月
15
日
ま
で
に
完
了
し
て
く

だ
さ
い
。

　

�

詳
細
は
、
当
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
公
募
要
領
お

よ
び
申
請
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.okachu.

or.jp/2026/05/19/
r8torihikiryoku/

●
問
い
合
わ
せ
先

　

�

岡
山
県
中
央
会　
組
織
支
援
課

�

藤
田
・
小
郷

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）２
２
４
︲
２
２
４
５

E-m
ail

：soshiki@
okachu.or.jp

岡
山
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

�

支
援
セ
ン
タ
ー
の
ご
紹
介

　
現
在
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は
後
継
者

不
足
が
深
刻
化
し
、
事
業
承
継
の
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
岡
山
県
事
業
承

継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
身

近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
大
切

に
培
っ
て
き
た
経
営
資
源
を
、
意
欲
あ
る

事
業
の
担
い
手
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
当
会
で
も
岡
山
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
事
業
承
継
診

断
の
実
施
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
専
門

家
派
遣
に
よ
る
個
別
助
言
指
導
を
通
じ
て

伴
走
型
支
援
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）２
２
４
︲
２
２
４
５

岡
山
県
事
業
承
継
・

�

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）２
８
６
︲
９
７
０
８
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岡
山
県
中
央
会
は
岡
山
県
の
委
託
を
受
け
人
手
不
足

を
テ
ー
マ
に
、県
内
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
に
向
け
た
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
、
企
業
の

収
益
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
中
、求
職
者
の
応
募

や
定
着
に
つ
な
げ
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
実
例
を

交
え
な
が
ら
解
説
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

開
催
日
時　

�

令
和
８
年
６
月
25
日（
木
）

�

10
時
00
分
〜
11
時
30
分

●
開
催
場
所　
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び

●
テ
ー
マ

�

求
職
者
は
、
会
社
の
ど
こ
を
見
て
い
る

の
か
？　

〜〝
選
ば
れ
る
会
社
〟の
採
用
設
計
〜

【
主
な
内
容
】

・
今
、
採
用
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
背
景

・
求
職
者
は
応
募
前
に
何
を
見
て
い
る
の
か

・
求
職
者
心
理
と
行
動
の
流
れ

・
応
募
に
つ
な
が
ら
な
い
企
業
の
共
通
点

・
面
接
や
情
報
発
信
で
見
落
と
し
が
ち
な
ポ
イ
ン
ト

・「
選
ば
れ
る
会
社
」に
な
る
た
め
の
見
直
し
ポ
イ
ン
ト

・
自
社
課
題
の
整
理
ワ
ー
ク

●
講　
　
師　

�

株
式
会
社
は
た
ら
こ
ら
ぼ

�

代
表
取
締
役　
日
下 

章
子 

氏

●
申
込
方
法　

�

以
下
二
次
元
コ
ー
ド
よ

り
、
令
和
８
年
６
月
22
日

（
月
）ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
定　
　
員　
50
名

●
問
い
合
わ
せ
先　
岡
山
県
中
央
会　
組
織
支
援
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）２
２
４︲
２
２
４
５

令
和
８
年
度
人
手
不
足

対
応
強
化
事
業　
事
業
者
向
け

セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
ご
案
内

　
岡
山
県
で
は
、
子
育
て
仕
事
の
両
立
が
可
能
な
取
組

の
促
進
な
ど
に
向
け
、「
子
育
て
し
や
す
い
職
場
環
境
助

成
金
」
の
募
集
を
始
め
る
と
発
表
し
ま
し
た
の
で
、
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
対
象
事
業
者

　

�

県
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
有
し
、「
お
か
や
ま
子
育

て
応
援
宣
言
企
業
」
に
登
録
・
応
募
（
予
定
含
む
）

の
法
人
や
個
人
事
業
者

●
助
成
内
容

・
助
成
率
：
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

・�

上
限
額
：
10
万
円
（
※「
ア
ド
バ
ン
ス
企
業
」
の
認

定
を
受
け
て
い
る
事
業
者
の
場
合
、
上
限
20
万
円
）

●
対
象
経
費
の
例

対
象
事
業
者
が
実
施
す
る
従
業
員
の

�

子
育
て
に
要
す
る
経
費
の
う
ち

・�
従
業
員
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
や
家
事
代
行
の
利
用
費

補
助

・�
職
場
環
境
づ
く
り
と
し
て
の
育
児
ス
ペ
ー
ス
の
備
品

購
入（
こ
ど
も
用
の
椅
子
や
机
、パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等
）

・�

保
育
料
、
病
児
保
育
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用

費
補
助

●
受
付
期
間

　

�

令
和
８
年
５
月
14
日（
木
）〜
令
和
９
年
２
月
26
日（
金
）

※�

予
算
上
限
に
達
し
次
第
、
期
間
内
で
も

募
集
を
終
了

詳
細
は
県
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
子
ど
も
・
福
祉
部
子
ど
も
未
来
課　
少
子
化

対
策
班

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）
２
２
6
︲
７
３
４
７

「
子
育
て
し
や
す
い
職
場
環
境

助
成
金
」の
ご
案
内

　
去
る
５
月
15
日
、
岡
山
県
中
央
会
会
議
室
に
て
会
員

発
表
会
お
よ
び
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て

会
員
２
名
が
発
表
し
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
意
見
交
換
を
行
う
も
の
で
、
今
回
は
「
人
事

評
価
制
度
」を
テ
ー
マ
に
実
施
し
ま
し
た
。発
表
で
は
、

自
己
紹
介
の
中
で
趣
味
や
家
族
の
紹
介
も
あ
り
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
一
面
が
垣
間
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
意

見
交
換
会
で
は
会
話
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
時
折
笑

い
声
も
聞
こ
え
る
な
ど
、
非
常
に
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
、
当
初
予
定
の
時
間
で
は
足
り
な
い
ほ
ど
の
盛
り

上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
社
の
課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
少
人
数
で
本
音
の
意
見
交
換
が
で
き
る
こ
と
や
、

発
表
者
の
自
己
紹
介
を
通

じ
て
意
外
な
一
面
を
知
る

機
会
と
も
な
り
、メ
ン
バ
ー

の
人
間
性
を
よ
り
深
く
理

解
す
る
な
ど
、相
互
の
絆
を

深
め
る
こ
と
も
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
会

員
同
士
の
交
流
と
学
び
を

深
め
る
場
と
し
て
、
本
事

業
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
組
織
支
援
課　
林
）

岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会

会
員
発
表
会
お
よ
び

�

意
見
交
換
会
の
開
催
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通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

　
組
合
で
は
、
総
会
終
了
後
に
お
い
て
、

各
種
届
出
や
登
記
等
の
諸
手
続
き
を
行
う

こ
と
が
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
所
管
行
政
庁
の
認
可
を
必
要

と
す
る
事
項
と
し
て
定
款
変
更
な
ど
が
掲

げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
務
手
続
き
を
円
滑
に
進
め

て
い
た
だ
く
た
め
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ

び
主
な
留
意
点
を
紹
介
し
ま
す
。

総
会
議
事
録

　
組
合
で
は
、
通
常
総
会
終
了
後
に
議
事

録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
保
管
し
ま
す
。

　
総
会
議
事
録
に
は
、
▽
総
会
の
種
類
、

▽
招
集
年
月
日
、
▽
開
催
日
時
お
よ
び
場

所
、
▽
理
事
・
監
事
の
数
お
よ
び
出
席
理

事
・
監
事
の
数
並
び
に
出
席
方
法
、
▽
組

合
員
数
お
よ
び
出
席
組
合
員
数
、
▽
出
席

理
事
・
監
事
の
氏
名
、
▽
議
長
の
氏
名
、

▽
議
事
録
の
作
成
に
係
る
職
務
を
行
っ
た

理
事
の
氏
名
、
▽
議
長
選
任
の
経
過
、
▽

議
事
の
経
過
の
要
領
お
よ
び
そ
の
結
果
を

記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

決
算
関
係
書
類
の
提
出

　
①
事
業
報
告
書
、
②
財
産
目
録
、
③
貸

借
対
照
表
、
④
損
益
計
算
書
、
⑤
剰
余
金

処
分
（
又
は
損
失
処
理
）
は
通
常
総
会
で

承
認
を
受
け
、
⑥
決
算
関
係
書
類
提
出
書

（
鑑
）、
⑦
通
常
総
会
議
事
録
を
添
え
て
、

総
会
終
了
後
２
週
間
以
内
に
各
所
管
行
政

庁
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
岡
山
県
所
管
の
組
合
に
お
い
て
は
、
本

会
宛
に
１
部
ご
提
出
い
た
だ
け
れ
ば
、
本

会
経
由
で
岡
山
県
へ
提
出
い
た
し
ま
す
。

（
役
員
変
更
届
も
同
様
）

役
員
変
更
届
の
提
出

　
役
員
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
変
更

の
あ
っ
た
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
、
各
所

管
行
政
庁
に
①
役
員
変
更
届
出
書
（
鑑
）、

②
変
更
し
た
事
項
を
記
載
し
た
書
面
並

び
に
変
更
の
年
月
日
お
よ
び
理
由
を
記

載
し
た
書
面
［
役
員
変
更
理
由
書
、
役
員

名
簿
］
に
③
総
会
議
事
録
（
◎
通
常
総
会

の
場
合
は
上
記
⑦
の
決
算
関
係
書
類
の

提
出
に
よ
り
省
略
可
）
お
よ
び
④
理
事
会

議
事
録
を
添
え
て
、
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

電
子
的
提
出

　
岡
山
県
に
提
出
す
る
決
算
書
類
・
役
員

変
更
届
等
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
P
D
F

デ
ー
タ
に
よ
る
電
子
媒
体
で
の
提
出
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
デ
ー
タ
で
提
出
い
た

だ
く
場
合
は
当
会
H
P
よ
り
ア
ク
セ
ス
で

き
る
「
組
合
提
出
書
類
オ
ン
ラ
イ
ン
提
出

用
W
E
B
フ
ォ
ー
ム
」
よ
り
必
要
事
項
を

ご
入
力
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
提
出
書
類

の
デ
ー
タ
を
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

代
表
理
事
の
変
更
登
記
申
請

　
代
表
理
事
の
変
更
（
任
期
満
了
に
よ
る

改
選
で
同
一
人
物
が
代
表
理
事
に
再
任
さ

れ
た
場
合
を
含
み
ま
す
。）
が
あ
っ
た
場

合
、
変
更
が
生
じ
た
日
（
理
事
会
）
か
ら

２
週
間
以
内
に
法
務
局
に
変
更
登
記
を
申

請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

定
款
変
更
の
認
可
申
請

　
定
款
変
更
を
総
会
で
決
議
し
た
場
合
に

は
、
所
管
行
政
庁
の
認
可
を
受
け
な
け
れ

ば
効
力
が
発
生
し
ま
せ
ん
。（
所
管
行
政
庁

の
認
可
を
受
け
、
認
可
書
が
到
達
し
た
時

点
で
初
め
て
そ
の
効
力
が
発
生
し
ま
す
。）

　
そ
の
た
め
、
総
会
終
了
後
速
や
か
に
定

款
変
更
認
可
申
請
書
を
所
管
行
政
庁
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
定
款
変
更
認
可
申
請
書
に
関
し

て
は
、
内
容
を
確
認
し
て
岡
山
県
中
央
会

を
通
じ
て
所
管
行
政
庁
に
提
出
い
た
し
ま

す
の
で
、
事
前
に
岡
山
県
中
央
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆ ※1に関しては、役員の変更があった場合のみ
◆ ※2に関しては、代表理事の選任があった場合のみ
◆ 【　】記載は定款変更があった場合のみ

通常総会の開催

理事会の開催 ※1

法人税等の確定申告・納税
(原則事業年度終了後2ヶ月以内 )

決算関係書類の提出

【定款変更認可申請】

【定款変更認可書到達】

【変更登記（必要事項のみ）】

役員変更届の提出 ※1
代表理事変更登記の申請 ※2

２
週
間
以
内

２
週
間
以
内速

や
か
に

速
や
か
に

２
週
間
以
内

２
週
間
以
内

２
週
間
以
内

２
週
間
以
内
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を
は
じ
め
、
県
内
若
手
経
営
者
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
勉
強
会
や
異
業
種

の
会
員
間
で
の
情
報
交
換
・
交
流
を
図
る

交
流
会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
等
、

会
員
の
皆
様
の
お
役
に
た
つ
各
種
事
業
の

実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

 

創
立
50
周
年
ロ
ゴ
と
テ
ー
マ
決
定

　
「
連
携
・
挑
戦
・
飛
躍
―
青
年
部
が
つ

な
ぐ
未
来
―
」

　
令
和
9
年
１
月
20
日
（
水
）
開
催
の
創

立
50
周
年
式
典
に
向
け
、
ロ
ゴ
と
テ
ー
マ

を
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
青
年
部
の
絆
と

連
携
、
青
年
経
営
者
の
情
熱
と
挑
戦
、
そ

し
て
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
だ
想
い
を
未

来
へ
つ
な
ぎ
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
す

決
意
を
こ
の
ロ
ゴ
と
テ
ー
マ
に
込
め
て
い

ま
す
。

�

（
組
織
支
援
課　
小
郷
）

岡
山
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会  

第
50
回
通
常
総
会
開
催

　
５
月
19
日
、ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び（
岡

山
市
）
に
お
い
て
、
岡
山
県
中
小
企
業
団

体
青
年
中
央
会
第
50
回
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
総
会
に
は
組
合
青
年
部
関
係

者
等
約
40
名
が
出
席
し
、
各
議
案
と
も
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
、
新
た
に
協
同
組
合
岡

山
県
卸
セ
ン
タ
ー
青
年
部
所
属
の
蜂
谷
大

樹
氏
が
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
所
信

表
明
の
中
で
、「
人
材
育
成
と
会
員
間
の
結

び
付
き
を
強
化
し
、
創
立
50
周
年
事
業
を

通
じ
て
、
青
年
中
央
会
の
さ
ら
な
る
飛
躍

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
、
テ
イ
ク
ワ
ン
代
表

の
籔
下
忠
士
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
時

間
を
増
や
す
経
営
〜
経
営
者
の
た
め
の
生

成
Ａ
Ｉ
実
践

活
用
術
〜
」と

題
し
た
講
習

会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
青
年
中
央

会
の
令
和
８

年
度
実
施
事

業
と
し
て
は
、

創
立
50
周
年

式
典
の
開
催

 

蜂
谷
大
樹
新
会
長 

挨
拶

　
協
同
組
合
岡
山
県
卸
セ
ン
タ
ー
青
年

部
所
属
の
蜂
谷
大
樹
で
す 

。
こ
の
度
、
歴

史
あ
る
青
年
中
央
会
の
会
長
と
い
う
大
役

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た 

。平
素
よ
り
本
会

活
動
に
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
ま
た
本
日
も
多
く
の
皆
様
に
ご
参
集

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
現
在
、
世
界
情
勢
の
混
迷

や
円
安
、
物
価
高
騰
、
人
材
不
足
、
労
働

者
の
高
齢
化
な
ど
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
青
年
部
に

お
い
て
も
会
員
数
の
減
少
が
進
み
、
単
会

の
み
で
の
活
動
継
続
が
難
し
く
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
今
後
は
、
団
体

同
士
の「
横
の
つ
な
が
り
」を
よ
り
強
め
、

連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
の
好
き
な
言
葉
に

「
一
蓮
托
生
」が
あ
り
ま
す
。同
じ
時
代
、

同
じ
地
域
で
活
動
す
る
仲
間
と
し
て
、
Ａ

Ｉ
時
代
だ
か
ら
こ
そ
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、
組
合
・
中
央
会
の
組
織
力
を

活
か
し
な
が
ら
、
と
も
に
課
題
解
決
に
取

り
組
み
、
新
た
な
時
代
を
切
り
拓
い
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
幸
い
に
も
本
年
度
、
青
年
中
央
会
は
創

立
50
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま

す
。「
連
携
・
挑
戦
・
飛
躍
―
青
年
部
が
つ

な
ぐ
未
来
―
」を
テ
ー
マ
に
、記
念
ロ
ゴ

を
制
作
し
、
来
年
１
月
20
日
に
は
50
周
年

記
念
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
す
。当
日
は
、

株
式
会
社
フ
ジ
ワ
ラ
テ
ク
ノ
ア
ー
ト
代
表

取
締
役
副
社
長
の
藤
原
加
奈
氏
に
よ
る
記

念
講
演
や
、「
Ａ
Ｉ
時
代
の
青
年
部
が
創
る

次
の
50
年
の
組
織
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
会
長
就

任
に
あ
た
り
、「
人
材
育
成
と
会
員
と
の
結

び
付
き
」
を
重
点
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

優
れ
た
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
を
と
も
に
目
指

し
、と
も
に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。少
し

で
も
会
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
ま
す
よ

う
、青
年
中
央
会
の
事
業
を
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で 

、
ど
う
ぞ
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

蜂谷新会長就任
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企
業
組
合
美
咲
物

産
セ
ン
タ
ー
で
は
、

令
和
８
年
６
月
20
日

（
土
）、
美
咲
町
物
産

セ
ン
タ
ー
の
施
設
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
２
周
年

を
記
念
し
て「
２
周
年
記
念
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
地
元
事
業
者
に
よ
る
出
店
を
予
定
し
て
お

り
、
総
菜
パ
ン
や
米
粉
パ
ン
、
う
な
丼
、
ピ
ザ
、
焼
菓

子
な
ど
、
魅
力
あ
る
グ
ル
メ
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す
。
ま

た
、
当
セ
ン
タ
ー
内
の
食
堂
「
キ
ッ
チ
ン
き
ら
り
」
で

は
、
友
好
交
流
都
市
の
岬
町
（
大
阪
）
か
ら
届
い
た
シ

ラ
ス
を
使
っ
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
「
シ
ラ
ス
玉
子
か
け
ご

は
ん
」
を
提
供
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
メ
ダ
カ
す
く
い
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
地
元

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
生
徒
に
よ
る
生
演
奏
、
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
雑
貨
販
売
な
ど
、
お
楽
し
み
企
画
も
多
数
実
施
予

定
で
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆
様
の
来
場
を
ス
タ
ッ
フ
、
生

産
者
一
同
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〇
日
時

令
和
８
年
６
月
20
日（
土
）９
時
〜
15
時

〇
場
所

産
直
き
ら
り
美
咲
町
物
産
セ
ン
タ
ー

（
岡
山
県
久
米
郡
美
咲
町
原
田
３
１
０
０
番
地
１
）

�

（
組
織
支
援
課　
小
郷
）

企
業
組
合
美
咲
町
物
産
セ
ン
タ
ー　

２
周
年
記
念
ま
つ
り
を

�

開
催
し
ま
す
　
4
月
下
旬
、
岡
山
再

生
資
源
事
業
協
同
組
合

と
倉
敷
再
生
資
源
事
業

協
同
組
合
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
業
界
を
取
り
巻
く

環
境
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
合
同
で
の
沖
縄

視
察
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
モ

バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
類

の
回
収
な
ど
、
再
生
資

源
事
業
者
へ
の
要
求
が

厳
格
化
す
る
中
、
隣
接

す
る
地
域
の
両
組
合
が

足
並
み
を
揃
え
、
先
進

事
例
を
学
び
ま
し
た
。

　
視
察
先
と
な
っ
た
沖

縄
県
の
拓
南
商
事
株
式

会
社
で
は
、
広
大
な
敷

地
で
行
わ
れ
る
自
動
車

や
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の

処
理
工
程
を
解
説
い
た
だ
き
、
多
く
の
知
見
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
将
来
を
見
据
え
両
組
合
が
同
じ
危
機
感
を
共
有
し
た

今
回
の
視
察
は
、
組
合
の
垣
根
を
越
え
た
協
力
体
制
の

構
築
を
示
す
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
総
務
企
画
課　
島
田
）

岡
山
再
生
資
源
事
業
協
同
組
合
と

倉
敷
再
生
資
源
事
業
協
同
組
合

沖
縄
合
同
視
察
研
修
を
実
施
　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、共
済
制
度
の
主
力
商
品「
オ
ー

ナ
ー
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
」
を
対
象
に
、
業
務

委
託
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
組
合
と
岡
山
県
中
央

会
が
業
務
委
託
契
約
を
締
結
後
、
組
合
員
企
業
や
そ
の

従
業
員
が
、
対
象
商
品
に
新
規
加
入
又
は
既
契
約
か
ら

切
り
替
え
た
場
合
、
中
央
会
が
組
合
に
「
加
入
斡
旋
手

数
料
」
を
お
支
払
い
す
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
導
入
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
商
品

「
大
樹
生
命
」
の
生
命
保
険
商
品

（
オ
ー
ナ
ー
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
）

︿
主
な
特
徴
﹀

①�

事
業
所
の
事
業
保
全
資
金
対
策
（
経
営
者
の
入
院
・

疾
病
・
休
業
時
等
の
保
障
）

②
経
営
者
・
役
員
の
退
職
慰
労
金
等
の
準
備

③
経
営
者
の
事
業
承
継
・
相
続
等
の
対
策

④
従
業
員
の
生
命
保
険
・
入
院
・
疾
病
保
障
等

●�

加
入
促
進
手
数
料

※
月
額
保
険
料
は
１
保
険
契
約
単
位
の
保
険
料
と
し
ま
す
。

※�

年
払
保
険
契
約
は
月
額
保
険
料
に
換
算
（
年
払
保
険

料
×
１
／
12
）
し
ま
す
。

※�

加
入
促
進
手
数
料
は
１
保
険
契
約
単
位
ご
と
に
計
算

し
、一
括
し
て
委
託
契
約
組
合
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
中
央
会　
総
務
企
画
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）
2
2
4
︲
2
2
4
5

岡
山
県
中
央
会
共
済
事
業

「
業
務
委
託
制
度
」の
ご
案
内

月額保険料 加入促進
手数料

~5,000 円 2,000 円
5,001 円

~10,000 円 3,000 円
10,001 円

~15,000 円 4,000 円
15,001 円

~20,000 円 5,000 円
20,001 円

~25,000 円 7,000 円
25,001 円

~30,000 円 9,000 円
30,001 円

~35,000 円 11,000 円
35,001 円

~40,000 円 13,000 円
40,001 円

~45,000 円 15,000 円
45,001 円

~50,000 円 17,000 円

50,001 円 ~ 20,000 円

組合クローズアップ
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ら
れ
認
知
度
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
専
門
家

の
助
言
の
も
と
、
組
合
執
行
部
が
熱
意
を

持
っ
て
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
一
丸
と

な
っ
て
活
動
し
て
き
た
こ
と
が
今
回
の
成
果

の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

■
背
景
・
目
的

　
求
職
者
と
組
合
員
企
業
と
の
就
職
マ
ッ
チ

ン
グ
、
お
よ
び
組
合
員
の
共
同
宣
伝
等
を
目

的
に
設
立
さ
れ
た
本
組
合
は
、
設
立
当
初
よ

り
Ｐ
Ｒ
活
動
や
組
合
員
の
加
入
促
進
を
行
っ

て
は
い
た
も
の
の
、
就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
の
実

績
は
ゼ
ロ
で
し
た
。
そ
こ
で
「
若
者
、
特
に

児
童
養
護
施
設
の
卒
業
生
や
引
き
こ
も
り
の

人
た
ち
が
自
分
ら
し
く
働
き
、
生
活
で
き
る

場
所
を
見
つ
け
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
」
と

い
う
理
事
長
の
強
い
思
い
を
実
現
す
べ
く
、

従
来
の
「
カ
ド
デ
・
サ
ポ
ー
ト
」
事
業
の
内

容
を
刷
新
し
、
求
職
者
を
長
期
的
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
の
組
織
体
制
を
新
た
に
構
築
し

ま
し
た
。

■
取
組
み
の
手
法
と
内
容

　
児
童
養
護
施
設
の
卒
業
生
な
ど
、
自
立
へ

の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
若
者
を
総
合
的
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
新
事
業「
カ
ド
デ
・
サ
ポ
ー
ト
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
本
事
業
は
組
合
が
主
体

と
な
り
、①
就
業
支
援
、②
住
ま
い
の
支
援
、

③
生
活
の
支
援
の
一
助
を
担
え
る
事
業
ス

キ
ー
ム
で
す
。
求
職
者
に
対
し
て
は
組
合
員

企
業
へ
の
無
料
紹
介
に
加
え
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
の
提
供
や
賃
貸
借
契
約
の
保
証
人
代
行
も

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
は
じ
め
と
し
た
専
門
家
が
、
生
活
全

般
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

若
者
は
選
択
肢
を
狭
め
る
こ
と
な
く
、
自
分

ら
し
い
キ
ャ
リ
ア
を
歩
む
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
専
門
家
は
組
合
員
へ
の
派

遣
も
可
能
で
あ
り
、
企
業
の
キ
ャ
リ
ア
研
修

や
労
務
管
理
な
ど
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま

す
。
求
職
者
と
中
小
企
業
の
双
方
が
W
i
n

︲
W
i
n
と
な
る
明
る
い
未
来
を
目
指
し
、

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
通
じ
て
広
く
周
知
を
図

る
と
と
も
に
、
一
人
で
も
多
く
の
若
者
が
社

会
へ
羽
ば
た
け
る
よ
う
、
若
者
と
企
業
双
方

へ
の
支
援
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

■
成
果
と
そ
の
要
因

　
就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
の
成
果
と
し
て
１
名
の

若
者
が
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
入
居
し
、
組
合
員

企
業
で
の
就
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
事
業
協

同
組
合
が
こ
う
し
た
事
業
で
実
績
を
上
げ
た

例
は
全
国
初
で
あ
り
、
日
本
経
済
新
聞
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

事
業
協
同
組
合
に
よ
る
若
者
の

自
立
へ
の
総
合
支
援
は
全
国
初
の
試

み
。
本
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
、
現
実

的
な
実
行
体
制
を
構
築
し
て
お
り
、
こ

の
先
駆
性
と
緻
密
な
事
業
計
画
が
成
功

の
鍵
と
な
っ
て
い
る
。

エイチアール協同組合（埼玉県）
住　　所：	�〒 365-0051

埼玉県鴻巣市宮前
65番地５

U  R  L：	�https://hr-cooperative.
com

設　　立：	令和４年６月
主な業種：	異業種組合
組合員数：	15人
出 資 金：	2,600千円

カドデ・サポートのイメージ

テ
ー
マ

地
域
・
社
会
・
業
界
の
課
題
解
決

全
国
初
！ 

若
者
の
自
立
を
総
合
支
援

�

「
カ
ド
デ
・
サ
ポ
ー
ト
」

�

エ
イ
チ
ア
ー
ル
協
同
組
合
（
埼
玉
県
）

全国先進組合事例

組合主催の就職説明会の様子

Point

組合クローズアップ
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非 製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

卸売業 機械・工具
電設資材
青果
木材
水産物

小売業 石油
共同店舗
中古自動車
自動二輪
共同店舗

商店街 商店街・岡山
商店街・津山
商店街・倉敷

サービス業 自動車整備 ―
医療・柔道整復師 ―
旅館・ホテル ―
テント ―
異業種 ―
リサイクル ―

建設業 住宅リフォーム ―
看板工事 ―
土木工事 ―
管工事 ―
防水工事 ―

運輸業 バス ―
タクシー ―
トラック ―
倉庫業 ―

その他 信用組合 ―

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界の景況

全　　体 −10.3 −7.1 34.5 1.7 −34.5 −10.3 −13.8 3.4 −32.8
（−1.7） （−9.5） （27.6） （−5.2）（−25.9）（−10.3）（−10.3）（−1.7）（−27.6）

製 造 業 −3.4 0.0 34.5 3.4 −37.9 −17.2 −13.8 3.4 −31.0
（6.9） （−10.3） （31.0） （0.0） （−24.1）（−10.3）（−10.3） （0.0） （−31.0）

非製造業 −17.2 −23.1 34.5 0.0 −31.0 −3.4 3.4 −34.5
（－10.3）（－7.7） （24.1） （－10.3）（－27.6）（－10.3） （－3.4）（－24.1）

情報連絡員レポート

岡山県業界天気図

景況DI値

（注）DI とは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。

4 月分

（ ）内数字は前月の数値です。

業界の景況感（前年同月比）　　 3         33       22　　　　　 増加・上昇・好転　　　変らず　　　減少・下落・悪化

受
付

製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

設
備
操
業
度

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

食料品 味噌
米菓

製粉・製麺
醤油
酒造

繊維工業 織物業・井原
織物業・県
アパレル・県
アパレル・笠岡

木材・
木製品

製材・県
合板

印刷 出版・印刷
製本

化学・ゴム ゴム
プラスチック製品

窯業・
土石製品

生コンクリート
石灰
ブロック

鉄鋼・金属 鋳物
鋳物

一般機器 機械器具・東岡山
鉄工・津山
鉄工・岡山
工作機械・総社
工作機械・井笠
工作機械・美作

輸送機器 造船関連
自動車

その他 畳

景況
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岡山県景況の推移（製造業、非製造業）比較景況DI値の推移（岡山県、全国）の比較

岡山県
全　国

製造業

非製造業

DI値
10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0

DI値
20.0

10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0

-80.0
R.6.3 2 2 3 43 4 5 6 7 8 9 10 11 12R.7.14 5 6 7 8 9 10 11 12 R.8.1 2 3 42 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12R.6.2 R.7.1 R.8.13 4 5 6 7 8 9 10 11 12

食料品 �
●�中東危機の影響で、包材の緊急値上げの通達があり、軒並み30％の値上げ。荷造りに使うPPバンド、ストレッチフィ
ルムが入手困難になっている。量販店は大きな変化はないが、街の小売店の廃業など耳に入ってくる。空港内の売店
についても前年比で売上減。� 《米菓》
●�需要は昨年に引き続き旺盛だが、中東情勢の影響で包装資材の調達が厳しくなってきている。� 《製粉・製麺》
●�4月度において事業内容は前年に対し平調に推移。が、ホルムズ海峡の実質封鎖の影響は計り知れないものと考える。
しかしながら、我々中小企業経営者は戦時、震災、恐慌、ウイルスの蔓延など多くの困難にもひたむきに経営の舵を
取り続けなければならない。� 《醤油》
●�原料米の高騰が一昨年から続いている。加えて、燃料代等、製造原価の上昇も続いている。非常に厳しい状況の中、
商品価格の見直し、数量調整等行い、10月以降値上げを行っている業者も見られるが、原価上昇分をカバーできてい
ない。今後、再度値上げを検討しないといけない状況となっている。� 《酒造》

繊維工業 �
●�引き続き、引き合いは多いものの、現場技術者の不足は容易に解決できず、需要に十分対応しきれていない状態が続
いている。さらに、ホルムズ海峡封鎖による原油不足不安により、外注の染色・加工業者に重油の手当ての面で不安
があり、今後操業に影響が出る恐れがあるとの連絡をもらっている企業もある。いずれにしても、6月から主原材料で
ある綿糸の値上げも決まっており、否応なしに原燃料高の販売価格への転嫁が必須となるものと思われ、現状の好況
を維持できるのかは不透明となっている。� 《織物業・井原》

木材・木製品 �
●�あらゆる住宅関連商品の値上げの中で、新設住宅着工戸数は減少傾向にある。� 《製材・県》
印刷 �
●�主要材料について数社が5月から10％程度の値上げ。今年度目標の見直しが必要となる。� 《出版・印刷》
化学・ゴム �
●�売上は、計画対比プラスと堅調に推移。中東紛争の影響で、一部資材の調達に不安あり。また、一部のお客様から減
産の通知があり、今後の動向を注視。� 《ゴム》

窯業・土石製品 �
●�出荷量について、4月の岡山県全体の出荷量は55千㎥で、対前年比89.4％であった。緊迫する中東情勢を受けた燃料
供の逼迫が、生コン業界にも深刻な影響をおよぼし始めている。骨材を運ぶ砂利運搬船の燃料となる重油の供給が制
限され、九州では既に燃料不足で船舶を動かせないケースが出ており、海砂の出荷・輸送に支障が生じている。岡山
県でも、九州から骨材を購入している生コン工場があり、生コンの供給網全体に波及する懸念が生じている。また、
生コン車の燃料である軽油についても値段の高騰に加え、軽油の供給制限を受けている工場もあり、生コンの安定供
給にも懸念が生じている。� 《生コン》

鉄鋼・金属 �
●�船舶関係は、2026年年明けより操業量が激減している。5月より徐々に回復基調で6月より通常操業かそれ以上にな
る予定。小型になるポンプと大型工作機械が増えてきたのが回復の理由。主力の舶用エンジンについて、メーカーは
今以上増産できないので当社が保管している機種の受注数により変動する。機種は若干減少しているが新機種も受注
したので6月以降、舶用エンジンはトータルで増産となる。これから操業量が回復する予定のところに戦争による材料
入手の心配がある。最悪の場合は、会社により時間差はあってもどこも生産ができない状況になると思うしかない。
円安によるスクラップ上昇も歯止めが効かない。� 《鋳物》

一般機器 �
●�地方の中小企業物件が少ない。� 《機械器具・東岡山》
●�中東情勢が混沌としており、石油製品が入手できない。� 《機械器具・岡山》
●�売上の増が、人件費を含む費用の増加に追い付かず、収益につながっていない。相変わらずの人手不足に悩んでいる。�《鉄工・岡山》
●�依然として低調推移中。特に「金型製造」等の基盤業種において顕著である。� 《工作機械・総社》
●�潤滑油などのオイル系の仕入値が高騰している。また、注文しても納入期間が確定しない状況になっている。�《工作機械・井笠》
その他 �
●�油高、物価高、不景気のために需要は落ち込み、材料費だけが高騰。先の見えない状況。� 《畳》

2026年4月分のコメント
製造業

景況
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卸売業 �
●�非常に悪いと言わざるを得ない。経費面では世界情勢もあってガソリンも消耗品も値上がりし、一方で人件費等、人
に係るものは下げ難いため、厳しい状況。そもそも売上の元となる魚介類全般、金額以前に物が少なく、現場での困
惑が聞こえる。� 《水産物》

小売業 �
●��4/1〜軽油引取税15円に変更。中東情勢に不安あり。� 《石油》
●�売上前年比100％強で、客数はわずかに前年を下回った。既存店15店中5店が前年売上をクリアした。食品は前年並
み、中華そば、靴店は前年クリア、百円均一、アミューズメントは好調であった。前年から好調をキープしている文
具店は、4月も売上・客数ともに150％近い伸びであった。客単価は、仕入価格等の高騰を受け、既存店ベースで約
30円アップした。� 《共同店舗》
●�金利上昇と景気不透明感から高額車輌やラグジュアリーSUVの成約率が前年比で大幅に低下している。「燃費・リセー
ルバリュー」が重視され、小型ハイブリッド車や軽自動車への需要集中が加速している。� 《中古自動車》
●�4月は気候や連休前の特需で売り上げが好調だった。物不足の影響によりメーカーや車種によっては新車の生産台数が
減っているため、好調な中古車市場とは異なる状況となっている。� 《自動二輪》

商店街 �
●�来街者は原油価格高騰の影響かどうかわからないが外国人観光客、邦人ともに減少している様に思われる。景況的に
は更なる諸物価の値上げを考慮するとより厳しい状況にあると思われる。� 《商店街・岡山》
●�『津山さくらまつり』が開催。今年の桜は開花から数日で満開となり、満開後は天候不順もあり、愛でる機会が少な
かった。観光客も少ないように見えた。� 《商店街・津山》

サービス業 �
●�前年と比較した場合の年間集計が出た。昨年より会員数の減少が著明であるため件数および金額の大きな減少がみられる
が、これは国の「適正化」と称した付帯事項の手間が保険給付の金額に見合わず、保険業務をやめ退会してしまうケースで
あり、これに歯止めの目途は立っていない。しかし落ち込んでいた数字は徐々に回復傾向がみられる。本年度よりの組合員
増加に予算付けを行い対策を強化したところであり、今年度より増加を期待している。保険施術料金が物価高騰に見合った
数字ではないことから、未だ経営実態は厳しく、先が見通せない状況であるが、改善に努めている。�《医療・柔道整復師》
●�売上は昨年同月より増加したが、主に燃料費などが上昇して利益がそれほど伸びなかった。� 《旅館・ホテル》
●�今月も中東情勢の影響で、材料費の高騰、品薄が続いている。モノによっては、価格が上がるというアナウンスだけ
があって値段が決まっていないものも数件ある。今が過渡期である。� 《テント》
●�建設業組合員のインドネシアでの新規採用実習生3名、および特定技能2名の計5名が4月に入国。今後は、ベトナムでの
建設業職種求人難が改善されないこともあり、インドネシア送り出し機関複数社と契約に向けて最終調整中。機械加工
組合員の技能実習生・特定技能のインド人受入れ人数9名に加え追加2名の実習生が、5月末に入国予定。技能実習修了
者2名は、他企業への転職で調整している。介護サービス組合員については、 採用内定済みであったミャンマー人実習生
3名がやっと入国となる。1期生3名のベトナム人実習生は、継続雇用で調整していたが、 帰国で決定となる。�《異業種》
●�鉄、非鉄スクラップについては、原油高を受け資源高に。鉄スクラップも上昇しているが、非鉄の上昇が顕著。売上増に
寄与するが仕入れも同じく増加。古紙については、需要が少なく、減産継続。問屋の在庫が多くなっている。《リサイクル》

建設業 �
●�中東情勢により資材の入荷が無いため大混乱になっている。仕入れ価格に対する転嫁については成功している。
� 《住宅リフォーム》
●�材料が入らないので仕事が進まない。しかも5月から材料費が50％も上がる。どうしたらよいのか。� 《防水工事》
運輸業 �
●�観光バスの集客人員は前年同月比76％の大幅な減少となった。前年は大幅な需要増であったが繁忙期に入っても本年
は需要が低迷している。高速バスは前年同月比100％とほぼ同様となった。前月に続き安定した移動需要に支えられ
ている。� 《バス》
●�燃料の値上げなどで非常に厳しい状況となっています。� 《タクシー》
●�中東情勢により、燃料油を始めとした石油関連品の高騰が収まらない。加えて品不足が顕著になっており、各種石油
関連品の供給制限がかかるようになり価格交渉どころではない状況にある。多くの荷主企業も同様であろうため、価
格転嫁も一層厳しくなっている。� 《トラック》
●�中東情勢のマイナス影響から、燃料費高止まりや物流資材含めた諸物価高騰の改善に先が見えない状況。原料関係や
一般品を問わず、荷動きの低下が懸念されるが、季節商材の流通量増加に期待。� 《倉庫業》

その他 �
●�4月事業計画に基づき、資金繰り支援を中心とした体制を整備する。なお、中東情勢の影響が出ている企業も徐々に増
加しており、ヒアリングを強化しつつ積極的な支援を図っていく。また、11月11日には「しんくみビジネスマッチン
グ」も開催が決定し、本イベントにより本業支援（販路拡大）も強化する。� 《信用組合》

2026年4月分のコメント
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平成28年8月号掲載
せっかく作った規則であれば、

お互いに守る姿勢を
見せあいたいですね。

　
息
子
の
ミ
ニ
バ
ス
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
も
３
年
目
を
迎

え
、〝
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
〟
と
呼
ば
れ
る
年
齢
の
子
た

ち
と
い
る
と
、
若
返
っ
た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
最
近

は
、
Ｂ
リ
ー
グ
の
人
気
の
高
ま
り
で
、
バ
ッ
シ
ュ
や
ウ
エ

ア
も
個
性
溢
れ
る
デ
ザ
イ
ン
や
色
合
い
の
も
の
も
増
え

て
い
ま
す
。

　
自
分
が
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
頃
の
バ
ッ
シ
ュ
は
、
マ
イ
ケ

ル
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
の
全
盛
期
と
重
な
り
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
が
大

人
気
で
、
普
段
履
き
の
ス
ニ
ー
カ
ー
も
多
く
流
行
し
、

私
も
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
や
N
e
w 

B
a
l
a
n
c
e
の
ス
ニ
ー

カ
ー
を
愛
用
し
て
い
ま
し
た
。
40
代
に
な
っ
て
再
び
バ

ス
ケ
ッ
ト
に
関
わ
る
と
、〝
本
気
な
ら
ア
シ
ッ
ク
ス
〟
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
思
い
出
し
、
自
分
と
子
供

に
も
A
S
I
C
S
の
バ
ッ
シ
ュ
を
購
入
し
愛
用
し
て
い

ま
す
。
最
近
は
年
齢
を
重
ね

た
こ
と
で
、
A
S
I
C
S
ス

ニ
ー
カ
ー
の
履
き
心
地
に
満

足
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

自
分
と
息
子
の
バ
ッ
シ
ュ
と

ス
ニ
ー
カ
ー
が
ず
ら
り
と
並

ぶ
靴
置
き
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
気
持
ち
は
若
く
保
ち
、

体
年
齢
に
あ
っ
た
も
の
を
身

に
着
け
、仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
も
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

で
す
。

職員紹介
イノベーション推進課

髙  嶋　 良  樹

2026年度

当会HPで中央会おかやまのバックナンバーを公開しています。  https://www.okachu.or.jp/chuokai/

　
岡
山
県
中
央
会
の
会
報
誌
「
中
央
会
お
か
や
ま
」
に

掲
載
す
る
会
員
組
合
さ
ま
、
組
合
員
企
業
さ
ま
の
取
組

に
つ
い
て
随
時
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
新
た
な
取
組
な
ど
、
掲
載
し
た
い

情
報
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
中
央
会　
総
務
企
画
課　
島
田

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）
2
2
4
︲
2
2
4
5

E-M
ail

：shim
ada@

okachu.or.jp

「
中
央
会
お
か
や
ま
」

�

掲
載
記
事
募
集

春
の
叙
勲

県
内
組
合
関
係
者
の

�

ご
紹
介

旭
日
双
光
章

岡
山
県
自
動
車
電
装
品
整
備
商
工
組
合　
代
表
理
事

�

井
上　
寛 

氏

ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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